
対人援助の場面はほとんどが1対1の関りです。

そこで、何を言うか、何をするかは、自分の意思によるところが多く、良くも悪くも自分次第です。

しかし、私たちの日常生活は、集団の中での関りが多くを占めています。職場でも学校でも、そして

家庭でも。その中では、自分の意思よりも集団の意思（集団力動）が働きやすくなっています。

「赤信号、みんなで渡れば怖くない」というような言葉もあるくらいで、集団には個人の力をしのぐ

何らかの意思、力、勢いが働くものです。対人援助場面でも、デイサービス、ミーティング、グルー

プ活動、学校では学級、部活動と集団の場面があり、その効果は大きなものです。

私たちは、その中でどのように関わっていけば良いのかは、とても重要な課題なのですが、ほとんど

の方はこのトレーニングをしていません。

いま改めて、「個人と集団」、そして「集団力動」をもう少し学んでみませんか。


